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医療薬学  

この度，光栄なことに日本医療薬学会 2025年度
Postdoctoral Award受賞という栄誉に恵まれまし
た．日本医療薬学会の関係者の皆様に厚く御礼申
し上げます．受賞対象となった学位研究は，私が
京都大学大学院薬学研究科において医療薬剤学分
野教授・京大病院薬剤部薬剤部長 寺田智祐先生，
慶應義塾大学薬学部教授 米澤　淳先生の御指導
のもと行ったものです．
私は抗体医薬品ベバシズマブ（BV）を対象に，
その薬物動態の解明を目的とした研究に従事して
まいりました．抗体医薬品は，がんを含む様々な
疾患の治療に用いられており，現代の薬物療法に
おいて重要な役割を担っています．近年，抗体医
薬品の血中濃度が治療効果と関連することが報告
されており，その薬物動態学的特性の理解は治療
最適化において重要である可能性があります．
私は京都大学薬学部を卒業後，京大病院薬剤部

に薬剤師として就職しました．同院には，腫瘍内
科医，腎臓内科医，薬剤師から構成される Onco-

Nephrology Unitが存在します．同ユニットはが
ん治療中に生じる腎障害の診療や，腎障害を有す
る患者に対するがん薬物療法を多職種で支援する
ために設置されました．ユニットにおいて抗体医
薬品 BVを用いた治療の最適化に関する議論がな
されたことが，本薬の薬物動態に関する研究に取
り組む契機となりました．
血管内皮増殖因子を標的とする BVは，複数の

がん種に適応を有し，がん薬物療法において重要
な役割を果たしています．しかしながら，本薬の
主な副作用の一つに蛋白尿があり，実臨床ではそ
の制御が問題となります．Onco-Nephrology Unit

では，蛋白尿が出現した患者に対して，「治療効
果を優先して BVを継続するか」「腎保護を優先
して本薬を休薬するか」という議論がなされてい
ました．他方，我々薬剤師の中では薬物動態学的
観点から「蛋白尿が出現した際に BVの血中濃度
はどのように変化しているのか」という疑問が生
じました．抗体医薬品は糖蛋白質であるため，蛋
白尿の発現はその体内動態に影響を与える可能性
があると考えられました．私は薬剤師として勤務
しながら大学院に進学し，この疑問を検証するた
めの研究に取り組むこととなりました．
学位研究では，蛋白尿を呈するがん患者におけ
る BVの体内動態変動因子の解明を目的としまし
た．患者検体中の薬物濃度を測定し，血中濃度比
較や母集団薬物動態解析により，蛋白尿発現が本
薬の体内動態に与える影響を評価しました．その
結果，蛋白尿を呈する患者では BVの尿中排泄量
の増加に伴って，その血中濃度が低下する可能性
が示唆されました．また，母集団解析により，蛋
白尿発現患者における血中 BV濃度を予測するた
めの，尿蛋白検査値を組み込んだ薬物動態モデル
を構築することに成功しました．
研究を進める過程で，いくつかの苦労がありま
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した．母集団解析を実施するために，蛋白尿の発
現・増悪時を含む複数の時点で検体を多数収集す
る必要があり，症例抽出や臨床情報確認に基づく
検体採取には多くの時間を要しました．本研究で
は約 100名の患者から 900以上の検体を収集しま
した．大部分の検体の収集と薬物濃度の測定を私
一人で実施したことから，臨床業務と並行して研
究を進める中で時間の確保に苦慮したこともあ
り，博士課程 2年次からは退職し研究活動に専念
しました．このような苦労はあったものの，研究
室の先生方の御指導や医師・薬剤師の先生方の御
協力のもと，最終的に研究成果を 2報の論文とし
て報告することができました．1, 2）研究成果を臨床
に還元する段階には至らなかったものの，本学位
研究に取り組む過程は，臨床疑問を研究へと発展
させることの意義を考える大変貴重な経験となり
ました．
現在，私は京大病院薬剤部にて薬剤師として勤

務しており，主にがん患者の診療に関わりながら
研究を続けています．今後は抗体薬物複合体など，
多様な抗体医薬品の薬物動態研究を発展させると
ともに，Onco-Nephrology Unitの医師との連携を
通じて，腎障害を有するがん患者の薬物療法最適
化に関する研究にも取り組みたいと考えています．
臨床の中で生まれる疑問を研究へと発展させ，得
られた知見を実臨床へ還元することで，薬物療法
の最適化に貢献できるよう尽力してまいります．
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